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式蔵野西線に沿う表層地質

～むさしの台地横断面～

ばじめに

東京の西部近郊で現在鉄道建設公団によリ武蔵野茜

線の建設が進められているカミこの工事にともたって予

定線上に大きな連続露頭があらわれとくに小平市から

東村山市には地下鉄道型式の新路線が建設される関係

上従来ほとんど則こ戯れられることのたかった武蔵野

台地の横断露頭カミ形成された,

筆者らは1/｡｡,｡｡｡表層地質図｢青梅｣の作成のため

武蔵野台地から所沢台･金子台にいたる一帯の野外踏査

やボｰリング資料収集に従事していたがたまたまこの

掘さく現場を順次見学する機会を得た.その資料は

武蔵野台地の表層地質に関する貴重友情報となるので

とりあえずこの紙面を借りてその概況を報告しそれら

の解釈は遣って何らかのかたちでとりまとめたいと思っ

た次第である.

本稿を草するに当り現場見学の機会を与えられた目

岡重文･宇野沢昭･黒田和男

木康胞鉄遺構造物設計寮務所の池胆俊雄次長目本鉄道

建設公団関東支社の重松治部長以下関係各位とくに

現場の踏査に種々の便宜を賜わった草分寺山府中苗所沢

各建設事務所の各位に感蹴の意を表したい.たお自治

省消防桝究所の細野義絶主研には現地踏査に参加し

貴重な参考意見をいただいた.あわせて謝意を表する由

武蔵野西線とは

首都圏への人口と産業の集中にしたがって都市域は

しだいに拡大しそれにともたってオフイス街とベッド

タウンとの距離もいよいよひろがる傾向にあってすで

に東京へ放射状に進入する国鉄曲私鉄の各線では線路

増設･客貨の分離1地下鉄との相互乗入れ系統の新設だ

と次冷と進められている､

このようた東京を中心として放射状に進入する鉄道

網とは別にこれを相互に結びつけるものとして現在

では国錬⊥1手線カミ環状運転でその目的を達しているも

ののさらにもう一歩

進めてとくに東京都
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に限界に来ている線路

を通ること放く別に

首都圏の外周で相互を

結ぶ環状鉄道を通過す

るようにすれば輸送

カはさらに弾力性を増

すはずである.この

鉄道は東京外環状線と

呼ばれ現在目本銭

遣建設公団によってそ

の建設が進められてい

る.

このようた目的のも

とに計画された東京外

環状線は小金線1武

ノメ〆ブ戸!1鰯･京葉線および

既設の新鶴見一塩浜間

の総称で東京駆付近

ふしふ}｣甘山}一山､3二遂ふ紙を中心として半径
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20kmの円周を通る環状線である､コ)中で武蔵野線は

北馬橋から南浦栴･西国分普を経て新鶴見にいたる延長

約87kmの鉄道であるが便宜､ヒこれを3つの区間に分

けて北馬橋一西浦和間を武蔵跨東線西浦和一多摩川間

を武蔵野西線多摩川一新鶴見聞を武蔵野南線と呼んで

いる.

武蔵野面線は西浦和駅から南西に進んで荒川を渡り

朝霞市･新座市･所沢市を通って南に向きを変え東村

山市･小平市･国分寺市を抜け西国分寺で既設の国鉄

下河原線を合わせて北庵中を過ぎ府中本町で南武線と

平行して府中市と多摩川鉄橋で別れる約30k肌の区間で

ある｡駅としては北朝霞曲新座･東所沢･新村山抽新

小平･西国分寺･北府中(既設)1府中本町(既設)が

予定され東城東土線虫酒武他袋線由同新宿線曲同多摩

湖線由同国分寺線･国鉄中央線･京王帝都京王線とそれ

ぞれ交差することに在る.また新座には貨物ヤｰド･

東所沢には電車基地が予定されている.西浦和から新

座まではほとんど高架橋であり新座一東所沢間でほ

ぼ地平に沿うが新村山からは人家の密集地帯を通る関

係上東村山ずい遣(延長送呈2301皿)小平ずい遣(延長

2ヨ520王n)による地下鉄型式をとりさらに北府中一府中

本町間でも新曲帽甲州街道に沿う人家の密集地をトン

ネノレで通過するという鉄道である.

沿線の地形と地質の概況

今度はいままでの説明とは逆のコｰスをたどってみ

よう｡多摩川を鉄橋で渡った鉄道は多摩川に沿う低

地を南武線の線路と平行に府中本町駅に至るがここま

ではいわゆる沖積面に当りその中に旧河道が安さくし

ている.

府中本町駅からみえる崖は府中産線と呼ばれており

この切取りにわずかに多摩丘陵に広く分布する稿城砂

層(新第三系)が顔を出してその上に立川段丘礫層

がのっているのがみられる.鉄道は旧甲州街道沿い
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ここは海抜60m一前後の立川段丘上である､

北府中駅から1k皿ばかリ北上したところはごく小

さな谷となっている.この谷は国分寺岸線からの湧水

を集めて東に流れ調布飛行場の北側をかすめて二子玉

川で多磨川に合流する野川の源流部に当る,

国分寺岸線を築堤でのぼった所はすでに海抜8腕前

後の武蔵野台地である.この台地は地形学上はM面と

されている.直ちに国鉄中央線を越え串央線との連

絡線が合流するあたりから小平トンネルに進入するが

このあたリ恋ケ窪1八幡窪の2つの谷を遜る由この

鋤到鎌荻蔵灘滋灘漆父鱗遜ユ迦勢1塁1

徐も先ほどの野川の源流部と改っているとともにM1面

を刻む平底谷の申で多摩州に合流する数少ないものの

一つである｡ここから先はわずかの起伏はあるが

概して平坦な台地をトンネルで進み玉川上水と交差す

るがこのあた1)が鉄道予定線の最高､叙であ1ラ海抜84

獺を示す｡上水からは徐々に高度を下げ旧青梅街道

岨廼武鉄道多摩湖線萩1五焼付近までは単調改台地とな

一ってお簑その表面は赤土いわ降る関東啄一ムばか

1)である｡�
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第3図北府111甘近のTcHli

萩山から少し進

むと台地の中を

北東方向に平底谷

がきざまれている.

この谷は黒目川の

源流部に当る.

また少し進んで西

武新宿線と交差す

るところは再び

M面であるがほ

どたく浅い平底谷

に出会う.この

川は空堀川と呼ば

れ柳瀬川の支流でその源は狭山丘陵の南面から出る

谷である.以後約2kmの間は空堀川の河道(?)に

沿?て北北東に進みトンネノレから出たところはいち

おう空捌11から離れてもとの武蔵野台地(M面)にもど

るが海抜高度はすでに62m一に下っており西武池袋

線の秋津駅付近でこれと立棒交差するところでは柳

瀬川の河岸段丘である.

柳瀬川の本流はすでに狭山湖･多摩湖となってしま

った狭山丘陵の谷間の水を集めたもので両葦には河捧

段丘もみられる.鉄道はここを高架橋で渡り対捧の所

沢台に至る.

所沢台は地形学上S面とされている.そうしてそ

の表面は多少の起伏がみられる.鉄道予定線はこの

台地を切取りで進みゆるく曲線を描いて台地の傾斜方

向へと下って4kmばかり進んだところで再び柳瀬川の

谷を高架橋で渡り東隣りの台地へ移る.

新座市のこの台地は武蔵野台地の北東緑に近く有

名た野火止用水や平林寺もこの台地にある.鉄道は

ここは高架橘で通るため残念だがら直接露頭を観察す

るわげにはいかたいがたまたま関越高速道路の建設工

事が進められこの方に連続露頭がある.

このように武蔵野両線は沖積面･Tc面苦M面･S

面を進みその中にいくつか切取りが作られているので

次に切取リの状況を記してみよう.

府中本町から北庵中

鉄道は新■目甲州街道沿いの市街地を遮るがこの

北側出口付近の切取…〕ではぽ一ム層剛箪さが2｡§～二葦､5

mぐらいあってその下に整合に大磯を凌じえる蒐円

礫層があるのが観察された.

ふつうこの場所は立川面をされているが､模式地

の立川市付近に広く発達している立川段丘の表面をおお

うロｰム層の厚さが1,0～2.Omを示しているのに対し

てか次り厚くなっている.

恋ケ窪倍近

この場所は中央本線を立体交差でまたぐ本線路と

中央本線に合流する分岐線とが交錯した線型を描いて

いる.武蔵野台地を深くきざむ谷を掘さく現場が横断

しているがこの北側は標高70肌まで礫層カミあり

その上に整合に粘土化したロｰム層が70cmぐらいあ

って褐色のロｰムに漸移しその申に東京浮石が厚さ

9C皿ぐらいの聞にパッチ状にはさまっているのがみられ

た讐逆にこの南側では東京浮励埴擦に下位の礫層

に接しているのが観察されこの場所の武蔵野簿一ム層

ρ厚さは至.Om前後とみられた

第4図は両者の模様をスケッ

チしたものであるが北側は武蔵野

ロｰム層の厚さが約4.0mで立川

回一ム層との境は明瞭でなく2

枚の黒色帯をもつ立川縢一ム層の

厚さが表土まで入れて約4.Omと

いう典型的な武蔵野台地の層序を

もつのと比較して武蔵野目一ム

層は薄くかつその表面の比高も

2.O脈前後低い.

ふつう東京浮石層の下位に

1.0m+の浜一ム層がある湯含M1

面と呼び東京浮看鰯が直籏武蔵

野礫層の上にのっている場合を

M2面と呼んでいるがコ)場所

でも北側がM]面南側がM童画

地γ鉄道型式をとる覇碕さく工事淡圭鋳汐)景�
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玉川上水付近

玉川上水が通るあたりは武蔵野台地のほぼ｢稜線｣

に当るがトンネノレはこの玉川上水の下をくぐり抜け

ている.ここの掘さく現場では礫層の上位50cmぐ

らいのロｰム層の中に直径2～3mmの樫色浮石カミ点在

するのが観察された.ロｰム層の厚さは全俸1で10㎜±

である.いま述べた浮石は.クリヨｰカン浮石と呼は

Iれているものに対比されこの上方3肌のところに東

京浮石も見出された｡第5図はこのロｰムのスケッチ

である､

さて下末書面は三色浮石以上を堆積している下末

吉面(プ浜バｰ)一模式地は横浜市鶴見三ツ池一と

第5図

玉川上水f寸近スケッチ

津田塾大グランド下
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礫臓

下末吉ロｰム層の上部約1ノ｡をのせている小原台面一模

式地は横須賀市走水一一に区分されているが玉川上水

付近のクリヨｰカン浮石は模式地の小原台浮石に対比

されており小源1台面ということになる.

写真2萩岬附近が蝕谷腹下の蜥π

萩山町付近

鉄遣予定線は西武鉄道多摩湖線と新宿線にはさまれ

た個所をずっとトンネルで進んでいるがここ萩山町で

は黒目川の源流部に当る浅い平底谷の下を通り抜けて

いる.この掘さく現場でのロｰム層の厚さは2m一ぐ

らいで東京浮石層を欠き明らか紀立川面に棉娑するこ

とになる.ロｰム層の下には礫層があるがこの礫属

をよく観察ナると立川目一ム層直下の礫の粒径がそ

の下方のものよりもやや小さく磯のかたちも光みをお

写真3
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第6凹所沢台スケッチ

びておりこの厚さが1.5m一ぐらいであることも観察さ

れた.これは武蔵野礫層のうえに立川礫層が不整合

でのっていることを確かめたものである.

所沢台

柳瀬川左衆側の台地にある切取リでは標高47.5mま

で所沢台礫層カ童あリその礫はクサレ礫まじりの大礫

から小磯までの径をもつ亜円礫である.礫層に整合に

清一ム属が重なっているが直上では砂分が多く上に行

くにしたがって砂分が少汰ぐたり王50cm一上方には黄

燈色の浮石がメ:ソチ状(厚さ約3.0cm)にはいっている.

｣鐡鍛

写真4写真3σ)延長で路盤工事モ1且め党澱

この浮石は粒度からみて3枚に区分できる等の特徴が

多摩丘陵の登戸付近で認められる三色浮石グルｰプの上

部浮石層と全く同じであることからこれを三色浮石グ.

ルｰフとした.三色浮石グルｰプの上方には暗色帯を

はさんで約10cmの厚さの白色浮石があり黒雲母が認

められるたどの特徴からこれをP叫浮石とした･

この上方にはクリヨｰカン浮石が点在している｡

結局この浮石を含む暗褐色ロｰム層の上限までが下

末吉ロｰム層であり下に続く所沢台礫層は当然のこ

とながら下末吉層の隻部であることになる.

模式地の三ツ池では三色浮石グルｰプがあるだけで

ここに書いた地点にある三色浮石グルｰプの下方の150

Cmのロｰム層に相当する部分が欠字穴い令したか1

って所沢台の陸地化が模式地における陸地化よ'りも

すこし早い時期に始まったことを推定する材料と牟るわ一

鰯鐵贈嬢嚢繍灘灘鱗灘蟷魏.

灘一､

)弼迂禽で寮)切取簑磁(繁?鰍こ劾喜ξ)折尺の

.!二榊こPm1浮石膏嶋婁訴尺の下舳こ三三色

浮石グノレｰプの浮孫がパッチ軟紀ある

写真義の地点付近すでに線脇を艦く喜茨か夢になっている�
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けである.

まとめ

いままで述べてきたような観察に多くのボｰリング

柱状図を合わせて作った路線沿いの断面図が第7図で

ある.この図で地表の傾斜にかなり局地性がみられる

のは鉄道予定線の線形が台地の傾斜方向に必ずしも一

定していないのでやむを得ない圭また空堀川に沿

っては段丘崖の直下をこれに沿って予定線が進むため

にやや不自然な形があらわれている.

しかし概していえば各地形面ごとの関東ロｰム層

の累計の厚さが地形面区分とよく対床しているように

見うけられるがその中でもいくつかの問題が提起さ

れそうに思われる.たとえば従来から武蔵野面とい

われていた武蔵野台地プロパｰの中に今回の観察結果

からでも小原台面(下末吉期)に対比される部分があ

ることや武蔵野面にも2?以上に細分される可能性が
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あることが明らかになった.またこの事実からい

ままで武蔵野礫層とされていたものの中の少なからぬ部

分は東京層に相当するかもしれたいということあるい

は柳瀬川の谷筋や黒目川の谷筋白子川や石神井川の

源流部に沿って関東属一ムの厚さやその下の礫層の厚

さが急変する区域があることも充分に推定される.今

後はこ1の点をもう一度見たおさねばならたいと思わ

れる一おわ!)にこの文章の参考としてみていただき

たい文献を記述すると2～3ぺ一ジ分を超えるので

おもたものの著者名を並べるだけにしておこう.

大西弘1矢嶋に吉ぺ･･東木彫七･

三･寿円晋誓･新藤激夫･新堀友行･森和燃･鮒崎セット南

関東第四紀グルｰプ･関東ロｰム研究グルｰプ1蜘'1万吉1杉

原重夫(順不同･敬称賂)

なお本文の前半は主として黒胴が綬半は三1三として㈱･宇

野沢がとりまとめました.なお写真び)工部は川本洋…璃銃

官の撮影によるもσ)です.

(維新は技術榔地形諜･店用地質部)
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写真7写真5の近くにある自然饅所沢台礫層の上利二下衆知コｰム帽の三･色浮ηグノトヅ

武蔵野ロｰム層が峨餓している
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